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『わたしは、ダニエル・ブレイク』
（ケン・ローチ監督、2016/ 日本公開 2017）100 分

 トークセッション　　12:50～14:20
“声をあげる”～
『わたしは、ダニエル・ブレイク』に学ぶ貧困問題
猪熊弘子さん（ジャーナリスト）
稲葉剛さん（つくろい東京ファンド代表、立教大学特任准教授）
コーディネーター 中塚久美子さん（朝日新聞記者）

2018 年

7月16日（月･祝）
第１回　10:10 ～ 11:50
第２回　14:30 ～ 16:10

都立多摩図書館
2階セミナールーム
（JR 中央線、武蔵野線「西国分寺駅」下車徒歩 6分） 

２回上映
出入自由

参加費500円
（可能な方から）
学生無料

申込不要



■映画『わたしは、ダニエル・ブレイク』
（監督 :ケン・ローチ、2016 イギリス）
　イギリス北東部ニューカッスルで大工として働く 59
歳のダニエル・ブレイクは、心臓の病を患い医者から
仕事を止められる。国の援助を受けようとするが、複
雑な制度が立ちふさがり必要な援助を受けることが出
来ない。悪戦苦闘するダニエルだったが、シングルマ
ザーのケイティと二人の子供の家族を助けたことから、
交流が生まれる。貧しいなかでも、寄り添い合い絆を
深めていくダニエルとケイティたち。しかし、厳しい
現実が彼らを次第に追いつめていく。
★第 69 回カンヌ国際映画祭パルムドール受賞
★毎日映画コンクール第 72 回外国映画ベストワン賞
★第 91 回キネマ旬報ベストワン外国映画第 1位作品

稲葉剛さん
　一般社団法人つくろい東京ファンド代表理事、立
教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科特任准教
授、住まいの貧困に取り組むネットワーク世話人、
生活保護問題対策全国会議幹事、いのちのとりで裁
判全国アクション共同代表、一般社団法人ホームレ
ス問題の授業づくり全国ネット理事、一般社団法人
自由と生存の家理事、認定NPO法人ビッグイシュー
基金理事【著書】『貧困の現場から社会を変える』（堀
之内出版）、『鵺の鳴く夜を正しく恐れるために―野
宿の人びととともに歩んだ 20 年』（エディマン / 新
宿書房）、『生活保護から考える』（岩波新書）、『ハ
ウジングプア』（山吹書店）など。他、共著多数。

中塚久美子さん
（朝日新聞生活文化部専門記者 /大阪）
　子どもや家族、ジェンダー、無戸籍問題などを取
材。子どもの貧困が「再発見された」と言われる
2008 年から、子どもの貧困を取材している。2014
年から専門記者（子ども、貧困）。
【著書】『貧困のなかでおとなになる』（かもがわ出版）
【共著】『子どもの貧困白書』（明石書店）、『子ども
の貧困ハンドブック』（かもがわ出版）、『孤族の国
ひとりがつながる時代へ』（ 朝日新聞出版）。

猪熊弘子さん
（ジャーナリスト）

　日本の保育制度、待機児童、保育事故について
20 年以上にわたり取材・執筆・翻訳。現在はイギ
リスなど海外の保育・教育制度についても研究。保
育の質、評価論にも詳しい。お茶の水女子大学大学
院 博士後期課程（保育児童学領域）在学中。著書多数。
『死を招いた保育』（ひとなる書房）で第 49 回日本
保育学会 日私幼賞・保育学文献賞受賞。翻訳書『ム
ハマド・ユヌス自伝』（早川書房）。近著に『子育て
という政治』（角川新書）、『保育園を呼ぶ声が聞こ
える』（太田出版、共著）、『貧困と保育』（かもがわ
出版、共著）などがある。保育・教育施設での事故
を防ぎ豊かな実践を行うことを目的とする一般社団
法人 子ども安全計画研究所 代表理事。名寄市立大
学特命教授、東京都市大学客員教授。

■トークセッション
“声をあげる”～『わたしは、ダニエル・ブレイク』に学ぶ貧困問題
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主催 :「なくそう ! 子どもの貧困」全国ネットワーク
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